
表 1452　被嚢性腹膜硬化症（EPS）の既往　透析前脈拍(拍/分)別 （腹膜透析の経験があるか現在施行している患者）

透析前脈拍 なし
あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴なし）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴なし）

合計 不明 記載なし 総計

40未満 5 5 3 8
（％） (100.0) (100.0)
40～ 55 7 1 2 65 1 10 76
（％） (84.6) (10.8) (1.5) (3.1) (100.0)
50～ 633 32 1 3 9 678 20 76 774
（％） (93.4) (4.7) (0.1) (0.4) (1.3) (100.0)
60～ 2,243 122 4 19 14 2,402 70 273 2,745
（％） (93.4) (5.1) (0.2) (0.8) (0.6) (100.0)
70～ 2,784 132 4 13 24 2,957 59 370 3,386
（％） (94.1) (4.5) (0.1) (0.4) (0.8) (100.0)
80～ 1,996 86 1 14 9 2,106 43 258 2,407
（％） (94.8) (4.1) (0.0) (0.7) (0.4) (100.0)
90～ 857 38 2 9 3 909 20 105 1,034
（％） (94.3) (4.2) (0.2) (1.0) (0.3) (100.0)

100～ 339 14 3 1 357 13 40 410
（％） (95.0) (3.9) (0.8) (0.3) (100.0)

110～ 79 1 1 81 2 12 95
（％） (97.5) (1.2) (1.2) (100.0)

120～ 30 2 32 2 1 35
（％） (93.8) (6.3) (100.0)
合計 9,021 434 12 62 63 9,592 230 1,148 10,970
（％） (94.0) (4.5) (0.1) (0.6) (0.7) (100.0)

記載なし 3,168 91 4 6 4 3,273 74 2,813 6,160
（％） (96.8) (2.8) (0.1) (0.2) (0.1) (100.0)
総計 12,189 525 16 68 67 12,865 304 3,961 17,130
（％） (94.7) (4.1) (0.1) (0.5) (0.5) (100.0)
平均 75.90 74.70 72.42 76.29 72.35 75.71 75.67 75.75 75.81

標準偏差 13.01 12.69 12.32 13.34 12.86 12.96 14.29 12.72 13.00

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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